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昭
和
三
十
四
年
度

東
郷
村
教
育
方
針
と
努
力
点
に
つ
い
て

　
　
　
．
儀
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
コ

　
　
　
　
ロ

　　

@
繍
賜
銅
製
仏
画
捗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
を
駕
ど
う
て
い
ま
す
こ
と
は

　
・
．
瀧
雷
同
慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ

　
　
　
㌧
．
鷺
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
村
に

　
　
－
　
　
い
た
窟
く
八
十
七
名
の
先

　
　
　
，
生
方
の
日
夜
を
わ
か
た
ぬ
三
白

廠
難
鮒
硝
賜
㎝
慰
霧

　
篭
（
・
ま
す
。
鼓
に
深
甚
の
敬
意
と
感

凶
　
　
，
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
昭
和
三
十
四
年
度
の
教
育
方
針

、 （1） （第89号） 郷’ 村
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東
郷
村
教
．
育
委
．
員
会

並
に
努
力
点
を
次
の
よ
う
に
決

「定い
た
し
ま
し
た
の
で
皆
様
方

の
心
か
ら
な
る
御
協
力
を
切
望

い
た
し
ま
す
。

一
、
わ
が
国
の
教
育
方
針
に
遵

い
本
村
の
実
態
に
立
脚
し
て
学

校
教
育
、
社
会
教
育
を
行
い
心

身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成

を
期
す
る
と
と
も
に
愛
郷
心
愛

国
心
の
啓
培
に
つ
と
め
る
。

一
、
教
育
財
政
の
健
全
な
運
営

に
よ
り
教
育
施
設
の
整
備
充
実

を
は
か
る
と
と
も
に
既
設
一
士

の
完
全
利
用
と
愛
護
に
つ
と
め

教
育
効
果
の
向
上
を
期
す
る
。

一
、
教
育
活
動
の
正
し
い
運
営

に
よ
り
地
域
社
会
の
向
上
に
寄

与
し
得
る
実
践
的
社
会
人
の
育

成
を
期
す
る
。

雷
額
齢
叢
議
蒲

造
槌
、
積
極
性
を
培
い
生
活
力

旺
盛
な
人
間
の
育
成
を
は
か

る
。
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．
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，
學

『蓬1画公

この一票が

　私たちの生活を
　　　　　　　　婦
　　よくもし悪くもする

　ということを

よく考えて投票しましよう

治

この一票
　　　　　　　　　幽，
だれのさしずもうけません

四年間

　　票
笑
’

一の

も泣く

4月30爵村議会議員選挙日

　　　難
い
‘　

噸

夢
四

一
、
現
職
教
育
の
充
実
を
は
か

り
教
養
を
深
め
品
性
を
高
め
教

育
者
た
る
の
使
命
観
の
確
立
を

期
す
る
。

（
社
会
教
育
）

一
、
公
民
館
を
中
心
と
す
る
社

会
教
育
活
動
に
よ
・
り
産
業
の
振

興
、
生
活
文
化
の
向
上
、
社
会

福
祉
の
増
進
を
は
か
る
。

一
、
実
生
活
に
直
結
す
る
中
堅

産
業
人
の
養
成
に
つ
と
め
、
産

業
教
育
の
浸
透
拡
充
を
遷
り

地
域
社
会
の
三
白
に
資
す
る
。

　
昭
和
三
十
四
年
度
努
力
事
項

一
、
学
校
教
育

e
学
校
管
理
の
適
正

　
教
育
課
程
の
適
正
な
設
定
と

　
そ
の
運
償
、
ヒ
学
風
事
務
系
統

．
r
合
想
牝
　
　
　
制
の
確

」
纒
鞭

　
　
　
　
　
　
　
一
的

F
’

酪
譲
禰
の
の
韓
藍

の
美
化
　
　
　
　
　
｝

国
科
学
教
育
の
振
興
　
・
’
｝

壽
鍵
験
観
察
の
懲
二

選
離
騒
盤

・
の
活
用
，
・
．
　
　
　
　
「

㈹
基
礎
学
刀
の
向
上
　
　
　
一

　
行
事
の
合
理
化
と
完
金
授
粟

㈹
健
康
教
育
の
怒
鼻

．
体
育
学
習
指
南
法
の
改
善
、

　
学
校
体
育
の
適
正
な
管
理
鴨

　
体
育
施
設
の
年
次
計
画
の
樹

　
立
と
そ
の
活
用
や
学
校
保
灘

のの

葬
ﾄ
禰
韓
籔

　
ρ
推
進
、
身
体
検
査
の

㈹
瀦
難
興
画
の

タ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
地
、
動
物
飼
育
っ

　
の
実
施
、
教
育
評
価
の
濤

－
用
、
宅
習
指
導
、
学
校
図
書

、
館
の
充
実
と
活
用
、
赦
育
効

　
果
の
連
続
的
精
査

　
　
　
　
　
’
　
・
」
、
　
　
　
盛

r

．
静

器
醐
課
外
的
恩
賞

産
教
育
の
総
合
的
計
画
、

ゑ
ヨ
コ
　
コ
コ
ヨ
　
コ
　
ヨ
　
コ
　
ロ
ぎ
ま
ぎ
お
ロ
お
　

…
教
育
委

噌
」
嵩
■
8
髄
口
3
．
一
星
躍
8
雷
8
呂
3
8

　
路
指
導
の
強
化

二
、
社
会
教
育
．

e
公
民
館
活
勤
の
滲
透
　
　
ド
．

．
・
調
査
と
笹
笛
活
動
、
成
人
教

　
・
育
σ
徹
底
、
研
究
指
定

⇔
社
会
教
育
関
篠
団
体
の
育
成

　
強
化

・
指
導
者
の
養
成
と
研
修
、
成

　
人
研
究
団
体
の
結
成
と
推

　
懲
、
既
成
団
体
の
育
成
強

・
化
、
各
種
団
体
の
連
絡
協

　
調
、
社
会
体
育
指
導
組
織
の

　
育
成
強
化

㊨
社
会
教
育
講
座
の
振
興

　
青
年
学
級
、
婦
人
学
級
、
成

　
人
講
座
の
充
実

四
新
生
活
運
動
の
推
進

　
新
生
活
運
動
の
理
念
の
徹

　
底
、
生
活
意
欲
の
昂
揚
、
生

　
活
の
合
理
化
と
科
学
化
、
共

　
同
組
織
の
確
立
、
生
活
環
境

　
と
習
俗
の
刷
新

　
新
し
い
道
徳
運
動
（
人
権
尊

　
重
、
助
け
合
い
運
動
、
公
衆

　
道
徳
，
．
青
年
の
不
易
化
防
止

　
体
育
、
レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
の

　
生
活
化
）

灘
璽
、
灘
難

融…

女
s
灘
難
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■
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日
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■
■
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■
■
日
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1
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会
だ
よ
り
…

噛
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一
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胃
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2
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漉
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鱒

一
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ρ

監
　
　
F

し
た
先
生
方
に
対
し
心
か
ら
感

謝
い
た
し
先
生
方
の
御
多
幸
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

御
来
任
下
さ
い
ま
し
た
先
組
方

に
は
御
覧
の
通
り
の
農
山
村
で

あ
り
ま
し
て
何
に
か
と
御
不
便

の
こ
と
も
多
か
ろ
う
と
思
い
ま

す
が
本
村
教
育
に
お
つ
く
し
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

一ま
ず
。

、

後
聞

　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
で
雨
め
人
、

　　

c・

寘
w
縦

　
　
…
　
　
　
霊
族
を

而
　
脚
灘

　
　
…
　
　
　
四
勇
満
、

　
　
　
　
　
．
　
　
「

気
陸

　
　
P

、
ノ
、
、

　
　
　
秩
父
　
の
　
春
　
　
　
　
牧
　
　
水

腹
の
徽
の
働
き
か
へ
さ
れ
て
青
水
錆
着
く
と
は
し
つ
つ
蜂
鳴
べ
な
り

朝
駈
の
い
っ
か
く
も
り
て
潮
雲
の
峰
に
垂
り
つ
つ
娃
鳴
く
な
り

下
ぜ
ら
ひ
き
よ
ら
に
な
せ
し
杉
山
の
深
き
を
ゆ
け
ば
鶯
の
暗
く

岩
つ
た
ひ
落
ち
落
つ
る
水
は
八
十
に
あ
ま
り
分
れ
て
ぞ
落
つ
こ
の
岩

の
漢
は
「
　
　
　
　
　
　
9
，
　
　
　
　
　
　
　
’

（
転
入
）

【
東
郷
中
】

江
川
正
知
教
．
諭
日
知
屋
小
よ
り
・

江
藤
哲
男
教
諭
　
宮
大
新
卒

【
坪
谷
中
】

和
田
喜
三
郎
教
諭

　
　
　
　
　
南
郷
中
よ
り

杉
尾
純
郎
教
諭
　
坪
谷
小
よ
り

【
東
郷
小
】
」

河
野
猛
教
諭
，
川
南
小
よ
り

岩
満
副
次
教
諭

　
　
　
　
七
ツ
山
小
よ
り

成
合
幸
子
教
諭
，
家
代
小
よ
り
．

下
田
ト
ミ
子
教
諭

　
　
　
　
　
坪
谷
小
よ
り

谷
川
八
重
子
教
諭

　
　
　
　
　
山
瀬
小
よ
り

【
国
表
小
】
，

佐
々
木
田
久
志
教
諭

　
　
　
　
　
東
郷
小
よ
り

【
二
瀬
小
】
　
　
　
　
馬

宮
崎
恒
吉
校
長

　
　
　
美
々
地
響
よ
り

小
西
堅
剛
教
諭
　
越
表
小
よ
り

黒
木
克
己
教
諭
家
代
小
よ
り

（
転
出
）

【
東
郷
中
】
「

撃
・
臣

寓

㌔
ゆ

㌔
　
。
繍

．
「
．

海
野
迫
夫
教
諭

原
口
　
正
教
諭

【
坪
谷
中
】

石
本
厳
教
諭

猪
野
昭
男
教
諭

【
東
郷
小
】

日
高
薫
昭
教
諭

延
岡
申
へ

石
河
内
中
へ

広
瀬
中
へ

田
野
中
へ

　
　
　
　
　
　
清
武
中
へ

瀬
戸
優
美
子
教
諭

　
　
　
　
　
．
富
高
小
へ

原
口
三
千
代
教
諭

　
　
　
　
　
石
河
内
篇
へ

佐
々
木
千
久
志
教
諭

　
　
　
　
　
　
越
表
小
へ

【
坪
谷
小
】

杉
尾
純
郎
教
諭
　
坪
谷
中
へ

下
田
ト
ミ
子
教
諭
’

　
　
　
　
　
東
郷
小
へ

【
越
表
小
】

小
西
建
吾
教
諭
　
福
瀬
小
へ

醜
罫
騨
長

　
　
　
　
　
神
門
小
へ

石
川
茂
夫
教
諭
　
北
郷
小
へ

⇔
昭
和
謬
工
－
三
年
度
村
内
各
校

卒
業
生
数

　
東
郷
小
　
　
九
九

　
坪
谷
小
　
　
五
三

　
福
瀬
小
　
　
三
九

駄1’

　　．「　’

矧
亀撫｝

蝋，δ㍉：魯．

葺鍵

寺
迫
小

・
越
表
小

東
郷
中

坪
谷
申

　
計

一八三ゴ五
六六〇四四

⇔
昭
和
三
十
四
年
度
村
内
各
校

入
学
生
数

　
東
郷
小
・
一
二
四

坪
谷
小

福
瀬
小

寺
迫
小

越
表
小
．

東
郷
中

坪
谷
中

　
計

六
六

三
九

、
五
〇

三
二

一
二
九

七
八

二
〇
七

　　日　赤　募　金・
日赤募金（白い羽根募金）
を婦人会の方にお願いし
てた寓今募金申です。
皆さまがたの博愛のみ心
からなる御協力を切にお
願いいたします。

’
　
　
　
．
・
’
蕊
㌔
」
ワ

等
瓢
蝿
．
．
・
・
斐
匿
・
ガ

・
・
、
概
沸
綾
6
ピ
ズ
．
し
　
ご

O
臼

●
．

英霊をまつる祭壇

僧侶の説経

慰安演芸会場

上
中
下

【
写
真
】

O
ひ
と
雨
ご
と
に
木
々
の
緑
が

　
濃
く
な
っ
て
い
く
。
小
川
の

　
水
も
豊
か
に
流
れ
メ
ダ
カ
．

　
ス
イ
ス
イ
と
泳
い
で
い
る
ρ

　
初
夏
の
季
が
訪
ず
れ
把
。

・
〇
四
月
二
十
三
日
に
県
知
事
、
　
・
・

　
県
会
議
員
、
三
十
目
に

　
長
、
村
会
議
員
の
選
挙
が

　
わ
れ
る
。
候
補
者
も
有
権
轡

　
も
心
し
て
清
潔
な
選
挙
で
あ

　
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
「
還

　
挙
違
反
」
な
ん
て
言
葉
は
わ

　
た
し
達
の
社
会
か
ら
に
追
放

　
す
べ
き
第
一
の
語
で
あ
る
よ

　
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
ぬ
ゆ
棄

　
権
と
い
う
語
も
い
や
だ
。
一

　
日
も
早
く
過
去
の
言
葉
と
じ

　
た
い
も
の
で
あ
る
。

O
早
期
水
稲
の
田
植
が
始
つ
．

　
た
。
麦
も
ぼ
つ
ぼ
つ
色
づ
き
．

　
そ
め
た
。
や
が
て
茶
摘
も
始

　
ま
る
だ
ろ
う
。
農
民
は
日
山

　
日
と
仕
事
が
忙
が
し
く
な
つ

　
て
い
く
。
栄
養
を
充
分
に
と

　
つ
て
仕
事
に
敗
け
蹟
よ
う
に

　
気
を
つ
け
明
い
も
の
で
あ

　
る
。
健
康
こ
そ
は
す
べ
て
の

　
仕
事
の
資
本
で
あ
り
原
画
力

　
で
あ
る
。

　
苗
代
の
に
ご
り
流
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
芹
の
花

　　　母を讃えよ　う
5月の第二日曜は母の日であります。

胸に幼き日の母の想い出をいだき赤いカーネーシ

ョン、白いカーネーションをかざし母に感謝の心

をさ～げましよう。　　　　　　　’　　　　　　嘱

鉱毒麺医，砿ゐ甑6
もビ

　
・惣回読
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五
月
五
月
は
”
子
供
の
日
”

　
　
．
目
に
し
み
る
若
葉
を
バ
ッ
ク
に

　
　
五
月
の
空
に
思
う
存
分
空
気
を

　
　
吸
っ
て
鯉
幟
が
泳
い
で
い
る
さ

　
　
ま
は
ま
こ
と
に
勇
ま
し
く
ま
た

行
　
日
本
的
な
風
景
で
あ
る
。
こ
の

発
風
景
の
中
に
親
心
が
遺
憾
な
く

日
　
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

2滴

黷
驕
B

月
古
く
か
ら
五
月
五
日
は
男
の
子

4
　
の
節
句
と
し
て
そ
の
児
の
将
来

年
を
祝
福
し
て
鯉
の
ぼ
り
を
立
て

34

@
菖
蒲
を
祝
づ
て
来
た
が
終
戦
後

脚
…
羅
鱗
羅

　
　
五
月
五
呂
に
は
子
供
の
憲
法
と

　
　
も
称
え
ら
れ
る
「
児
童
憲
章
」

　
　
が
制
定
き
れ
た
。

　
　
　
児
童
憲
章
は

　
　
わ
れ
わ
れ
は
目
本
憲
法
の
精
神

報　　
に
し
た
が
い
、
児
童
に
対
す
る

　
　
正
し
い
観
念
を
確
立
し
、
す
べ

　
　
て
の
児
童
の
幸
福
を
は
か
る
た

　
　
め
に
、
こ
の
憲
章
を
定
め
る

　
　
児
童
は
　
人
と
し
て
尊
ば
れ
る

村
児
童
は
社
会
の
頁
と
し
て

　
　
猛
ん
ぜ
ら
れ
る

　
　
、
児
童
は
よ
い
環
境
の
な
か
で

　
　
育
て
ら
れ
る

　
　
一
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
心
身

東（第89号）

　　9學亀蜘　．謄．■．暉■■

　
と
も
に
健
か
に
う
ま
れ
育
て

　
ら
れ
、
そ
の
生
活
を
保
障
さ

　
れ
る
。

2
」
．
す
べ
て
の
児
童
は
、
家
庭

　
で
正
し
い
愛
情
と
知
識
と
技

　
術
を
も
つ
て
育
て
ら
れ
、
家

　
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
に

　
は
、
こ
れ
に
か
わ
る
環
境
が

　
与
え
ら
れ
る
。

3
、
す
吋
て
の
児
童
は
適
当
な

　
栄
養
と
住
居
と
被
服
が
与
え

　
ら
れ
、
ま
た
、
疾
病
と
災
害

　
か
ら
ま
も
ら
れ
る
。

4
、
す
べ
て
の
児
童
は
個
性
と

　
能
力
に
応
じ
て
教
育
さ
れ
、

　
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
を

　
自
主
的
に
果
す
よ
う
に
、
み

　
ち
び
か
れ
る
。

5
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
自
然

　
を
愛
し
、
科
学
と
芸
術
を
尊

　
ぶ
よ
う
に
み
ち
び
か
れ
、
ま

　
た
、
道
徳
的
心
情
が
つ
ち
か

　
わ
れ
る
。

6
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
就
学

　
の
み
ち
を
．
確
保
さ
れ
、
ま

　
た
、
十
分
整
っ
た
教
育
の
施

設
を
用
意
さ
れ
る
。

7
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
職
業

指
導
を
受
け
る
機
会
が
与
え

　
ら
れ
る
。
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県
　
知
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τ
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県
議
会
議
員

，
〔
県
　
知
　
事
〕

叫，

d
　
　
三
、
九
五
五
票

“
・
　
　
　
　
　
　
一
四
九
票

．
脚

ゆ
　
　
　
　
　
三
六
三
票

「
」
剛
’瞳

　
　
　
三
二
八
票

巳

．
噌
〔
鮮
紅
会
議
員
〕

一…

謗
l
・
一
九
七
票

，
噂
　
　
　
　
三
一
票

　
　
　
　
　
　
　
．
三
五
票

　
　
　
　
　
　
一
九
〇
票

，
…
　
　
　
二
八
五
票

・
　
　
　
　
　
四
票

　
　
　
　
　
　
＝
一
四
票

　
　
〔
部
落
別
投
票
率
〕

…

羽田迫鶴里寺小
　　三野2　　　　　　野
坂野内内瀬迫田

九
一
、
．
八

八
六
、
六

八
三
、
三

八
九
、
．
五

八
三
、
二

九
五
、
－
二

．
八
七
凸
辱
』

8
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
そ
の

　
労
働
に
お
い
て
、
心
身
の
発

　
育
が
阻
害
さ
れ
ず
の
教
育
を

，
う
け
る
機
会
が
失
わ
れ
ず
、

　
ま
た
児
童
ど
し
て
の
生
活
が

　
さ
ま
た
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に

　
十
分
に
保
護
さ
れ
る
。

9
、
す
べ
て
の
児
億
は
よ
い
遊

　
び
場
と
文
化
財
を
用
意
さ

　
て
、
わ
る
い
環
境
か
ら
ま
む

　
ら
れ
る
。

1
0
、
す
べ
て
の
児
童
は
虐
待
、
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鹿
瀬
」
公
民
館
落
成

鹿
瀬
部
落
が
経
済
振
興
に
乗
出

し
た
の
は
昨
年
の
五
月
だ
つ
た

が
そ
の
後
毎
月
二
回
～
三
回
の

萎
を
行
い
互
に
話
合
い
研
究

し
合
っ
て
振
興
の
一
途
を
た
ど

っ
て
今
日
に
至
っ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
間
最
も
不
便
を
感
じ

た
事
は
集
会
場
の
な
い
事
で
あ

っ
た
。

…
そ
こ
で
皆
の
力
で
公
民
館
を
建

て
る
こ
と
と
な
り
資
材
は
全
部

部
落
民
の
寄
附
で
工
費
二
十
余

万
円
と
労
力
奉
仕
延
二
〇
〇
人

　
ぬ

で
見
事
な
公
民
館
が
出
来
上
り

部
落
民
の
研
究
の
場
、
話
合
い

の
場
、
楽
し
い
集
い
の
場
と
し

　
　
れ

て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
，

落成した鹿瀬公民館

5
≡
≡
≡
≡
≡
塁
謬
一
一
≡
≡
蓬
…
島
国
＝
誓
冨
一
馨

派
出
所
だ
よ
り

毒
＝
養
蚕
毬
≡
垂
雪
＝
一
巨
謹
垂
蓬
滋
肇

．
㌔

　
　
“
解
ド
山
陰
，
部
長
出
掛
」
所

心
ば
溝
ど
少
年
犯
罪

　
　
る
が
行
楽
に
は
「
酒
」
が
っ
き

　
　
も
の
で
酒
か
ら
け
ん
か
、
暴
行

　
　
傷
害
沙
汰
に
な
る
こ
と
が
少
く

　
　
な
い
、
酒
と
た
ば
こ
は
い
つ
れ

　
　
も
法
律
に
よ
つ
て
未
成
年
者
は

　
　
の
む
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る

　
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
と
な
が

　
無
関
心
に
す
ぎ
、
あ
る
い
は
黙

　
　
疎
し
あ
る
い
は
奨
励
強
制
に
及

　
　
ぷ
例
さ
え
あ
っ
て
こ
の
幣
害
が

　
少
年
の
非
行
犯
罪
に
大
き
く
あ

　
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
少
年

　
犯
罪
と
酒
た
ば
こ
の
関
係
を
解

　
明
し
て
「
こ
れ
で
よ
い
か
」
舜

　
社
会
に
訴
え
各
家
庭
に
深
い
注

　
意
を
促
す
必
要
が
あ
る
9

　
　
で
は
新
年
会
や
忘
年
会
を
簡

　
　
じ
め
お
祭
り
や
部
落
の
行
事

　
　
な
ど
で
お
と
な
が
公
認
し
て

　
　
い
る
よ
う
な
憲
習
慣
が
あ

る
。
ま
た
旅
館
や
喫
蒼
白

　
ど
の
果
し
て
い
る
役
割
も
懸

　
の
が
せ
な
い
。
昨
年
七
月
男

　
廟
宇
六
名
の
高
校
生
が
某
旅

　
館
で
前
後
五
回
も
飲
酒
し
紅

　
互
い
に
性
交
遊
技
を
行
っ
た

　
例
も
あ
る
。

帽
新
誌
鍛
緯
麟

　
脚
達
の
麻
薬
の
よ
う
に
感
U

　
ら
れ
る
。
そ
れ
は
酒
の
た
ゆ

　
に
身
体
的
な
被
害
や
精
神
的

　
な
被
害
を
受
け
て
い
る
少
年

　
が
あ
ま
り
に
も
多
い
か
ら
で

」
書
し
か
も
飲
酒
が
も
と

嚇
に
な
っ
て
少
年
窃
盗
団
、
暴
一

　
力
グ
ル
ー
プ
少
年
性
的
非
行

　
グ
ル
ー
プ
等
の
集
団
犯
罪
を
「

　
犯
す
場
合
も
少
な
く
な
い
。

2
、
た
ば
こ
と
少
年

ω
発
育
盛
り
の
未
成
年
時
代
に

離
離
黙
鶴
籾
裳

　
が
散
漫
に
な
っ
た
り
記
憶
力

　
が
弱
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
に

　
神
経
症
状
や
は
い
た
い
し
た

　
気
分
を
起
し
や
す
い
と
い
わ

　
れ
て
い
る
が
戦
後
の
自
由
放

　
任
的
な
ふ
ん
い
き
か
ら
法
律
．

　
を
無
視
し
乗
物
の
申
で
さ
え

　
煙
草
を
ふ
か
す
姿
を
見
る
ほ

　
ど
で
あ
る
。

㈲
犯
罪
少
年
の
嗜
好
癖
お
よ
び

　
喫
煙
初
発
の
調
査
を
見
る
と

　
犯
罪
少
年
は
約
四
割
が
喫
煙

　
少
年
で
あ
り
、
と
く
に
兇
悪
［

　
粗
暴
犯
に
お
い
て
は
十
人
申
．

　
約
六
人
ま
で
が
た
ば
こ
を
好

　
ん
で
喫
っ
て
い
る
。
ま
た
た

　
ば
こ
を
硬
い
は
じ
め
る
の
は

　
十
四
才
以
上
十
八
才
未
満
が

　
最
も
多
く
八
割
あ
ま
り
を
占

　
め
適
い
る
コ
．
小
学
生
の
と
き

　
か
亭
厚
い
は
じ
め
た
も
の
も

　
約
一
割
あ
り
な
か
に
七
才
未

　
満
の
子
供
が
四
人
毛
い
た
と
・

　
　
い
う
こ
と
は
恐
ろ
し
い
こ
と

　
、
で
あ
る
。

㊨
少
年
が
喫
煙
の
習
慣
を
つ
け

　
る
の
は
意
識
的
ま
た
は
無
意

　
識
的
な
お
と
な
の
助
長
行
為

　
も
つ
縁
か
ら
グ
ル
ー
プ
化
し

　
、　

た
非
行
の
事
実
は
各
所
に
あ

　
る
。
と
く
に
他
県
の
あ
る
村

山
礁

　
入
れ
た
の
が
火
事
と
な
っ
て

　
校
舎
を
全
焼
し
κ
実
例
も
あ

　
る
。村

婦
協
だ
よ
リ

｝
村
婦
協
並
に
部
落
婦
協
の
役
員

が
次
の
通
り
き
ま
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
心
か
ら
の
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
村
婦
協
長

　
〃
副
会
長

　
〃

　
〃

　
書
記
会
計

部
落
婦
協
長

寺
　
．
迫

　
福
　
　
瀬

池矢岩黒塩
北野野木月

み
ど
り

千
江
子

す
　
い

く
　
　
さ
り

八
千
代

橋
口
　
い
わ
の

平
野
　
の
ぶ
子

安坪仲羽田八遺鶴小
　　　　　重野野野

羅谷深嫡騨内田

購辮耀
鷲墨引嶽

家
㎜
庭
㎜
欄
　
　
　
1

豆
と
栄
養

大
豆
と
い
え
ば
「
地
め
肉
」
と

い
わ
れ
、
豊
富
な
た
ん
白
質
と

脂
肪
を
も
つ
非
常
に
栄
養
価
の

高
い
も
の
と
は
誰
で
も
知
っ
て

い
ま
す
が
、
．
あ
ず
き
、
う
ず

ら
》
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
、
白
い
ん

げ
ん
な
ど
も
喋
々
豊
富
な
栄
養

分
を
ふ
く
ん
で
い
ま
す
。

た
ん
白
質
2
0
％
含
水
炭
素
5
0
％

カ
ロ
リ
皇
δ
ビ
タ
ミ
ン
B
1
5
0

甥
9
お
米
に
く
ら
べ
る
と
た
ん

自
質
ぱ
約
3
倍
B
1
は
5
倍
近

く
ふ
く
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
ザ

大
豆
は
そ
の
ま
ま
で
煮
る
と
四

時
間
以
上
煮
な
く
て
は
柔
か
く

な
盆
せ
ん
が
、
，
，
う
ず
ら
豆
類

は
大
体
一
時
間
位
で
お
い
し
く

な
り
ま
鳶
し
か
し
早
く
柔
か

ぐ
す
る
た
め
に
重
曹
を
入
れ
て

煮
て
よ
く
水
さ
ら
し
を
し
た

り
、
煮
汁
を
す
っ
か
り
捨
て
て

し
ま
っ
た
り
す
る
ど
、
大
切
な

B
1
は
蕪
ぐ
ら
い
に
減
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

あ
ず
き
、
さ
さ
げ
な
ど
の
渋
の

あ
る
豆
の
時
は
煮
た
つ
た
ら
す

ぐ
水
を
か
え
る
と
B
1
の
ロ
ス

も
少
な
く
味
も
色
も
よ
く
あ
が

り
ま
す
。
家
庭
で
注
意
し
て
煮

汁
を
ふ
き
こ
ぼ
さ
ぬ
よ
う
に
弱

火
で
煮
る
と
B
1
は
約
半
分
位

は
残
り
ま
す
。
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

そ
ら
豆
、
枝
豆
は
塩
ゆ
で
に
し

た
り
バ
タ
い
た
め
な
ど
に
し
ま

　
仲
深

　
　
　
　
　
　
亀
九
〇
、
二

簾
墜
・保麿園修了式風景
　鶴膨面轡園め修了式が三月二十七
　日に行われた。二十三名の修了園児

野灘慧1総羅
　ろこばせた。

ド

「
　
　
．

．
唾

　
・

園長から修了証をうける園児
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